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人
と
な
る
学
生
に
一
度
は
学
ん
で
欲
し
い
基

礎
的
な
内
容
を
、
イ
ラ
ス
ト
を
交
え
て
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
も
の
で
、
大
学
生

向
け
の
実
学
講
座
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
使

用
し
て
い
ま
す
。

２
．
生
活
設
計
を
立
て
る
た
め
の

      

支
援
ツ
ー
ル
の
提
供

　

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
を
考
え
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ

上
の
ツ
ー
ル
「
ｅ
 
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」

を
、
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
提
供

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ツ
ー
ル
は
、
就
職
、
結
婚
、

出
産
等
様
々
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
迎
え
る

時
期
に
、
夢
や
目
標
と
そ
の
実
現
の
た
め
の

計
画
を
考
え
、
現
在
の
家
計
の
状
況
を
正
確

に
把
握
し
、
将
来
の
リ
ス
ク
や
そ
の
備
え
に

つ
い
て
考
え
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
で

す
。
生
年
月
日
等
の
基
本
情
報
と
と
も
に
具

体
的
な
収
入
・
支
出
項
目
を
入
力
す
る
こ
と

で
、
自
分
自
身
の
現
在
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
お
け
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
が
簡
単
に
作
成
で

き
ま
す
。
幅
広
い
層
の
方
々
に
活
用
い
た
だ

け
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
当
セ

ン
タ
ー
）
で
は
、
消
費
者
が
各
人
の
生
活
設

計
に
合
わ
せ
て
生
命
保
険
を
適
切
に
活
用
で

き
る
よ
う
、
講
師
派
遣
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
る
情
報
提
供
、
消
費
者
向
け
小
冊
子
・
学

校
向
け
副
教
材
の
出
版
等
、
中
学
生
か
ら
高

齢
者
ま
で
の
幅
広
い
層
に
対
し
て
啓
発
・
情

報
提
供
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
．
学
校
教
育
支
援
活
動

　

大
学
・
高
校
等
の
講
義
・
授
業
に
当
セ
ン

タ
ー
の
職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
し
、「
実
学

講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
は
、

生
活
設
計
や
生
活
保
障
の
必
要
性
、
生
命
保

険
の
役
割
や
機
能
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
提

供
し
、
学
生
が
将
来
生
命
保
険
と
向
き
合
っ

た
と
き
に
適
切
な
判
断
が
で
き
る
よ
う
、
実

践
力
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
実
学
講
座
は
1
9
8
1
年
か

ら
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
近
年
実
施
数

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
教
育
用
の
副
教
材
や
副
読
本

等
を
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
副
教
材
の

ひ
と
つ
「
生
活
と
リ
ス
ク
管
理
」
は
、
生
命

保
険
の
仕
組
み
や
役
割
等
、
こ
れ
か
ら
社
会

金
融・保
険
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
に
向
け
た

生
命
保
険
の
基
礎
教
育
充
実
への
取
組
み

公
益
財
団
法
人 

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

金融教育の輪
金融広報中央委員会では、
「金融経済教育推進会議」

などを通じて
関係団体と連携して
活動しています。
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